
未来へ

偉業を　　
広く伝える

紀の川市議会の第３回定例会と活動をわかりやすくお伝えします。
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「
青
洲
の
里
」
の
神
徳
駅
長
と
谷
脇

評
議
員
に
伺
い
ま
し
た
。

華
岡
青
洲
っ
て
ど
ん
な
人
？

―
―
青
洲
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

　

紀
の
川
市
西
野
山
に
生
ま
れ
た
江

戸
時
代
の
医
師
で
、
世
界
で
初
め
て

考
案
し
た
全
身
麻
酔
薬
に
よ
る
乳
が
ん

摘
出
手
術
に
成
功
し
、
華
岡
流
医
術
を

創
始
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
最
大
の
病

院
・
医
学
校
で
あ
る
「
春
林
軒
」
で

は
、
数
十
万
人
も
の
患
者
を
治
療
し
、

２
２
５
０
人
ほ
ど
の
門
人
の
医
師
に
専

門
医
学
を
教
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
用
た
め
池
「
垣か
い

内と

池
」

を
築
造
し
、
近
く
の
地
蔵
寺
や
名
手
八

幡
神
社
や
高
野
山
西
塔
な
ど
に
寄
進
す

る
な
ど
、
多
大
な
社
会
貢
献
を
行
い
、

郷
土
愛
に
満
ち
た
、
謙
虚
で
お
ご
ら
な

い
徳
の
高
い
人
格
者
で
し
た
。
青
洲
の

門
人
へ
の
教
え
は
、「
医
師
は
医
学
を

き
わ
め
、
患
者
の
か
け
が
え
の
な
い
尊

い
命
を
全
力
を
尽
く
し
て
救
う
」
と
い

う
「
活か

つ

物ぶ
つ

窮き
ゅ
う

理り

」
で
す
。

医聖華岡青洲を知り、考え、伝える活動！
＃青洲の里「医聖華岡青洲語り部門人会」× 広報委員会

衛
生
観
念
に
す
ぐ
れ
る

―
―
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

　

衛
生
観
念
が
未
発
達
な
江
戸
時
代

に
、
西
洋
に
先
が
け
て
、
治
療
に
感
染

防
止
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
手
術
前

後
に
は
手
を
洗
っ
て
、
ば
い
菌
を
除
去

し
ま
し
た
。
屋
敷
の
周
り
に
排
水
溝
を

め
ぐ
ら
せ
、
汚
水
を
処
理
す
る
沈
殿
式

汚
水
浄
化
槽
を
設
け
た
り
、
オ
マ
ル
式

ト
イ
レ
型
の
も
の
で
排
泄
物
の
処
理
を

し
て
い
ま
す
。

沈殿式汚水浄化槽（模式図）
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「
青
洲
の
里
」
の
目
的
は

―
―
道
の
駅
「
青
洲
の
里
」
と
し
て
の

企
画
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
財
団
法
人
の
目
的
に
あ
る
よ
う

に
、
青
洲
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人

に
「
知
っ
て
も
ら
い
、考
え
て
も
ら
い
、

伝
え
て
も
ら
う
」活
動
を
考
え
ま
し
た
。

『
華
岡
青
洲
検
定
テ
キ
ス
ト
』
を
出
版

し
、
学
習
会
や
検
定
会
を
行
い
、
青
洲

を
顕
彰
す
る
人
材
育
成
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。

語
り
部
の
養
成

―
―
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
ま
し
た
か
。

　

学
習
会
は
２
回
実
施
し
、
90
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
学
５
年
生
か
ら
89
才

の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
67
名
が
検

定
会
に
臨
み
、
資
格
を
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
の
41
名
が
語
り
部
申
請
を

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
青
洲
の
詳
し
い
こ
と
を

学
び
、
う
れ
し
い
。
分
か
り
や
す
く
伝

え
た
い
で
す
」
と
、
あ
る
語
り
部
は
話

し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動

―
―
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
。

　
「
医
聖
華
岡
青
洲
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」

が
、
検
定
修
了
者
10
数
名
の
会
員
で
昨

年
発
足
い
た
し
ま
し
た
。「
小
学
生
の

頃
に
青
洲
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
思
い
で
、
那
賀
町
文
献
研

究
会
が
以
前
作
っ
て
あ
っ
た
絵
本
『
は

な
お
か
せ
い
し
ゅ
う
』
を
何
人
か
で
読

み
継
ぐ
読
み
語
り
の
授
業
を
小
学
校
で

行
っ
て
い
ま
す
。
上
名
手
、
麻
生
津
、

調
月
、
名
手
の
各
小
学
校
で
実
施
し
ま

し
た
。
読
み
語
り
の
後
で
、「
よ
い
こ

と
を
す
る
と
、
よ
い
こ
と
が
起
こ
る
。

青
洲
の
よ
う
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
が
ん
ば
ろ
う
」
と
の
呼
び
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

―
―
語
り
部
門
人
会
も
あ
る
の
で
す
か
。

　

登
録
し
た
語
り
部
が
主
に
土
曜
日
・

日
曜
日
に
春
林
軒
の
案
内
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。「
今
ま
で
に
な
か
っ

た
案
内
を
聞
い
て
、
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

の
お
礼
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
来
訪
者
が

増
え
ま
し
た
。
来
訪
者
と
の
や
り
取
り

で
居
住
府
県
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
県

内
や
大
阪
か
ら
が
多
く
、「
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
偉
人
が
近
く
に
い
た
こ
と
が

誇
り
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
あ
る

医
科
大
学
の
医
学
史
担
当
の
教
授
は
、

「
こ
れ
か
ら
は
華
岡
青
洲
を
詳
し
く
教

え
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

小学校での読み語り授業

語り部の活動の様子

子どもたちへの読み語り

青
洲
を
世
に
広
め
る

―
―
今
後
の
活
動
は
。

　

会
員
の
皆
は
語
り
部
活
動
を
通
し
て

来
訪
者
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
ま

さ
に
「
生
き
が
い
」
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
「
青
洲
の
里
」
で
は
、
青
洲
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
偉
業
を
語
る
『
現

代
の
門
人
』
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。
医
聖
華
岡
青
洲
語
り
部
門
人
会
は
、

世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
地
域
の
た
め

に
尽
く
し
た
医
聖
華
岡
青
洲
を
世
に
広

め
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
阪
中
・
上
野
）
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●
第
３
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

31
日
間 

8
月
30
日
～
９
月
29
日

　

・
一
般
質
問　

10
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３件に
注目！

激
甚
災
害
指
定
で
補
助
率
ア
ッ
プ

１◎
農
地
災
害
復
旧
事
業
（
５
６
０
５
万
円
）

◎
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
７
６
１
８
万
９
千
円
）

　

令
和
５
年
６
月
２
日
に
発
生
し
た
台
風
２
号
豪
雨
災
害
で
激
甚
災
害
指

定
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
農
地
及
び
農
業
用
施
設
被
害
に
よ
り

災
害
復
旧
費
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

農
地
災
害
４
か
所
の
測
量
設
計
業
務
委
託
と
農
地
災
害
復
旧
８
か
所
の

工
事
請
負
費
に
つ
い
て
、
ま
た
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
た
め
池

１
か
所
、
農
道
及
び
農
業
用
水
路
８
か
所
の
復
旧
工
事
の
工
事
請
負
費
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

（
議
案
第
58
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
12
月
末
ま
で
に
申
請
が
あ
っ
た
分
は

別
の
予
算
を
組
む
の
か
。

Ａ
12
月
ま
で
の
申
請
で
不
足
分
が
発
生

し
た
場
合
は
、
予
算
を
確
保
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

農
地
施
設
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
の

災
害
復
旧
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
件

　

・
令
和
４
年
度
決
算
の
認
定
・
・
・
・
・
・
・
10
件

　

・
条
例
の
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

・
令
和
５
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件
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今年度分は終了

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
の
み
、
対
応

２
　

法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て
い
る

電
子
証
明
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

が
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
ま
す
。

（
議
案
第
56
号
）
紀
の
川
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
今
回
の
改
正
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
方
の
使
い
方
は
ど

う
な
る
か
。

Ａ
ひ
と
つ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載

し
た
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
で
電
子
証
明
書
の
発
行
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
　

 

ふ
た
つ
目
は
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
を
忘

れ
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
発
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
い
つ
か
ら
使
え
る
の
か
。

Ａ
年
内
と
い
う
国
か
ら
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

創
業
者
に
期
待

３◎
創
業
支
援
事
業
（
６
０
０
万
円
）

　

当
初
予
算
で
は
５
人
の
方
の
創
業
を
予
定
し
て
い
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
位
置
付
け
さ
れ
、
経
済
活
動
や
日
常
生
活
も
通

常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
者
を
含
め
年
度
内
に
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
が
17
人
と
な
っ
た
た
め
、

創
業
支
援
補
助
金
を
増
額
補
正
し
ま
す
。

（
議
案
第
58
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
17
人
が
希
望
さ
れ
て
い
る
業
種
の
内

訳
は
。

Ａ
飲
食
業
は
10
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
４

人
、
小
売
業
は
１
人
、
不
動
産
業
は

１
人
、
教
育
学
習
支
援
業
は
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
短
期
で
廃
業
し
た
場
合
は
。

Ａ
創
業
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
以
上
市
内
で
事

業
を
継
続
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
と
、

市
長
が
交
付
の
決
定
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
取
り
消
し
た
場
合
、
既
に
補

助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
時
は
そ
の

返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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令和４年度決算を審査しました

　

　総務文教、厚生、産業建設常任委員会をそれぞれ分科会とし、所管する事項について詳しく審議を行いま
した。一般会計については、予算決算常任委員会で決算小委員会を設置し、３日間にわたり審査を行いました。

令和4年度決算
一般会計
予算現額　　　　　　　　　　　　342億2,722万円　  　
歳入決算額　　　　　　　　　　　334億4,087万2,616円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収入率97.7％）
歳出決算額　　　　             　　319億　 65万1,078円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（執行率93.2％）
翌年度（5年度）繰越額　　　　　 15億4,022万1,538円

特別会計（6会計）
歳入決算額　　　　　    　　　　　167億6,643万9,848円
歳出決算額　　　　　   　　　　　165億1,358万2,564円

認
定

公営企業会計 水道事業会計 工業用水道事業会計 　下水道事業会計
収益的収入 17 億 1,568 万 4,349 円 4,515 万 6,790 円 7 億 6,954 万 4,229 円
収益的支出 14 億　216 万 1,031 円 3,153 万 6,330 円 7 億 3,428 万 7,523 円
資本的収入 5 億 7,799 万 4,884 円 ０円 14 億 8,782 万 7,690 円
資本的支出 12 億 5,036 万 3,043 円 2,149 万 1,305 円 17 億　777 万 6,502 円

コ
ロ
ナ
禍
で
も
増
え
た
市
税
収
入

収
納
率
は
過
去
最
高　

Pick up
１◎

市
税
（
69
億
４
４
３
７
万
２
１
７
５
円
）

　　

市
民
や
市
内
企
業
が
納
め
た
市
税
は
69
億
円
（
前
年
度
比
２
億
３
千
万
円

増
）
で
し
た
。
こ
の
水
準
は
、
過
去
13
年
間
で
一
番
大
き
く
な
り
、
こ
れ
は

固
定
資
産
税
が
増
収
と
な
っ
た
こ
と
や
、
市
民
全
体
で
の
所
得
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
市
税
の
収
納
率
が
合
併
以
来
過
去
最

高
と
な
っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ
市
税
を
納
付
し
や
す
い
環
境
の
整
備

や
、
効
果
的
な
滞
納
整
理
を
実
施
し

て
き
た
な
か
で
、
納
税
者
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
収
納
率
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
他
の
自
治
体
と
比
較
し
た
場
合
は
。

Ａ
県
内
市
町
村
の
平
均
収
納
率
は

97.

７
％
で
、
本
市
は
0.2
％
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
税

を
含
め
た
収
納
率
で
は
、
県
内
市

町
村
の
平
均
が
95

.

７
％
、
本
市
が

95.

９
％
で
0.2
％
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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郵
便
（
金
融
）
機
関　

な
く
な
る
?!

Pick up
2◎

細
野
簡
易
郵
便
局
運
営
事
業
（
３
０
９
万
５
３
８
６
円
）

　　

細
野
地
区
の
住
民
が
郵
便
局
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
細
野
郵
便
局
の
運
営
を
行
う
事
業
で
す
。

Ｑ
運
営
の
見
直
し
と
は
。

Ａ
市
の
一
部
の
地
域
で
地
元
住
民
の
利

用
が
少
な
い
な
か
、
簡
易
郵
便
局
の

運
営
を
存
続
す
る
こ
と
の
妥
当
性
は

低
い
と
し
て
、
運
営
を
や
め
た
い
と

い
う
意
向
で
す
。

Ｑ
地
元
住
民
に
残
せ
る
よ
う
な
方
策
の

説
明
や
指
導
を
し
て
い
く
べ
き
で

は
。

Ａ
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
い

ま
す
。
市
が
運
営
し
な
か
っ
た
場

合
で
も
続
け
て
い
た
だ
け
る
方
を
一

緒
に
探
す
な
ど
、
積
極
的
な
説
明
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ご
み
出
し
支
援
と
見
守
り

Pick up
３◎

ふ
れ
あ
い
収
集
事
業

　

日
常
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
て
、

職
員
が
玄
関
先
ま
で
ご
み
を
戸
別
収
集
に
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ご

み
収
集
時
に
訪
問
し
た
職
員
が
声
掛
け
な
ど
を
行
い
、
安
否
確
認
を
併
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
申
請
件
数
が
38
件
で
利
用
者
数
が
31

件
と
な
っ
て
い
る
。
差
が
出
て
い
る

理
由
は
。

Ａ
途
中
で
施
設
に
入
所
さ
れ
た
り
病
院

に
入
院
さ
れ
た
方
な
ど
も
あ
り
、
７

件
の
差
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
利
用
者
が
増
え
た
場
合
は
、
今
の
収

集
体
制
を
維
持
で
き
る
の
か
。

Ａ
今
は
正
職
員
２
名
の
１
班
体
制
で
収

集
に
ま
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

が
増
え
れ
ば
２
班
体
制
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

細野簡易郵便局
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災
害
時
で
も
戸
別
受
信
機
が
あ
れ
ば
安
心

Pick up
５

デ
ジ
タ
ル
の
有
効
活
用

Pick up
４

◎
戸
別
受
信
機
設
置
委
託
料
（
24
万
４
２
０
０
円
）

　

防
災
情
報
の
入
手
が
困
難
で
、
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
要
支
援
者

を
対
象
に
、
防
災
行
政
無
線
を
自
宅
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
別
受

信
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業

　

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
委
託
料
（
３
４
０
７
万
９
３
６
８
円
）

　

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
交
付
金
（
７
３
７
０
万
８
６
２
３
円
）

　

市
内
の
商
工
業
者
の
経
営
安
定
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ｑ
14
台
の
戸
別
受
信
機
の
貸
し
出
し
状

況
は
。

Ａ
視
覚
障
害
者
の
方
へ
５
件
、
聴
覚
障

害
者
の
方
へ
３
件
に
な
っ
て
い
ま

す
。
残
り
６
件
に
つ
い
て
は
地
域
自

主
防
災
組
織
関
連
の
方
と
紀
の
川
市

身
体
障
害
者
連
盟
の
役
員
の
方
で

す
。

Ｑ
聴
覚
障
害
者
の
方
へ
ど
の
よ
う
な
仕

様
の
も
の
を
貸
し
出
し
て
い
る
か
。

Ａ
聴
覚
障
害
者
が
使
え
る
仕
様
と
な
る

と
、
戸
別
受
信
機
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
が
あ
り
、
放

送
が
鳴
る
と
デ
ジ
タ
ル
で
表
示
さ
れ

ま
す
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に
つ
い
て
市
民
の

声
は
。

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
、
85
．

５
％
の
方
が
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
を
使

い
た
い
と
回
答
し
、
好
意
的
な
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
と
紙
の
商
品
券
を

実
施
し
た
場
合
で
は
、
職
員
の
負
担

は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

Ａ
紙
の
商
品
券
は
換
金
の
手
続
き
な
ど

が
発
生
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

の
ほ
う
が
負
担
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ディスプレイ付きの戸別受信機
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安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

Pick up
６◎

水
防
事
業 

　

機
械
器
具
保
守
点
検
委
託
料
（
１
８
０
万
４
千
円
）

　

排
水
機
場
管
理
委
託
料
（
90
万
１
３
８
１
円
）

　

排
水
業
務
委
託
料
（
２
８
５
６
万
２
３
７
０
円
）

　

市
民
の
水
害
に
よ
る
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
市
内
に
７
ヶ
所
あ
る

排
水
機
場
な
ど
の
維
持
管
理
や
運
営
を
各
消
防
団
な
ど
に
委
託
し
て
い
ま

す
。Ｑ

排
水
機
場
の
点
検
状
況
は
。

Ａ
毎
月
、
各
消
防
団
が
目
視
点
検
と
簡

易
的
な
機
器
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
不
具
合
、
エ
ラ
ー
の
ラ
ン
プ

が
点
い
た
場
合
は
、
随
時
、
点
検
補

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

機
器
の
保
守
点
検
は
、
民
間
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
機
器
の
保
守
点
検
の
回
数
は
。

Ａ
年
１
回
、
各
排
水
機
場
で
、
停
電
な

ど
を
含
め
て
精
密
に
検
査
を
し
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

桃山町調月の後島排水機場

打田中学校体育館

体
育
館
の
熱
中
症
対
策
を

Pick up
７◎

中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
（
７
０
９
７
万
４
２
０
０
円
）

　

生
徒
及
び
教
職
員
な
ど
の
学
習
環
境
の
改
善
を
は
か
る
た
め
、
特
別
教

室
な
ど
に
空
調
設
備
を
年
次
的
に
、
計
画
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

Ｑ
空
調
設
備
の
設
置
の
状
況
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
は
89
％
で
す
。

Ｑ
体
育
館
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
時
、
空
調

使
用
の
是
非
は
。

Ａ
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
熱

中
症
対
策
の
観
点
か
ら
エ
ア
コ
ン
を

入
れ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
は
、
今
年

度
は
直
接
聞
い
て
い
な
い
が
、
今
年

の
猛
暑
を
考
え
る
と
今
後
の
対
策
と

し
て
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
も
使
用

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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案　　　件　　　名 結果

木
村　

芳
友

大
田　

裕
之

上
野　

宗
彦

門　

 

眞
一
郎

舩
木　

孝
明

並
松　

八
重

石
井　

仁

中
村　

ま
き

仲
谷　

妙
子

阪
中　

晃

村
垣　

正
造

堂
脇　

光
弘

室
谷　

伊
則

川
原　

一
泰

杉
原　

勲

竹
村　

広
明

大
谷 

さ
つ
き

榎
本　

喜
之

（わ）（わ）（清）（共）（わ）（公）（共）（共）（清）（わ）（清）（清）（公）（清）（わ）（清）（公）（わ）

議案第４６号　令和４年度紀の川市一般会計歳
入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５０号　令和４年度紀の川市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

【○・・・賛成　　×・・・反対　　－・・・議長　欠・・・欠席　　退・・・退席】   
※議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。 
※（わ）・・・わかばクラブ　　（清）・・・清流会　　（公）・・・公明党　　（共）・・・日本共産党

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

一般会計決算に対する

討　論討　論
反対の

主な理由

　歳入について、市税全体で合併以来過
去最高の収納率となっている。新たな滞
納を増やさず、公平・公正な徴収事務に
積極的に取り組んだ成果と評価する。
　今後も自主財源の根幹を成す、税収の
確保に努めていただきたい。
　歳出については、新型コロナウイルス
感染症の影響が長引くなか、その対策と
してさまざまな事業に取り組み、困難に
直面した方々に速やかに生活を支援する
対策を実施している。
　「人が行き交い　自然の恵みあふれる
住みよいまち」紀の川市を目指し、今後
の事業展開を期待するとともに、さら
なる財政運営の健全化に努めることを願
う。

　学校給食の無償化やふれあい収集の開
始、またコロナ対策として水道の基本料
金３か月免除、商工業者への物価高騰対
策補助金などの支援や防災行政無線の貸
し出し、消防団の報酬引き上げなど行っ
てきた。
　一方で、一般会計の基金総額が史上最
高の約１３９億３０００万円となった。
　さらに初めてデジタル商品券を発行
し、スマートフォンを利用できる方とで
きない方の間に不公平感を抱かせた。ま
た、正規職員の削減による弊害や市民
サービスの低下につながらないかなど懸
念される。
　デジタル化、ＡＩの時代になってきて
いるとはいえ、職員体制が充実してなけ
れば市民のいのちを守る、健康を守る、
市民の活発な活動を支援することは難し
くなると危惧される。

賛成の
主な理由
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木村　芳友　議員（わかばクラブ）
　◎人口減少問題の原点は結婚にあり

川原　一泰　議員（清流会）
　◎令和５年度の道路調査の見通しとそ

　の対応は

中村　まき　議員（日本共産党）
　○犯罪被害者のためにできること
　◎利用しやすい公共交通に向けて

上野　宗彦　議員（清流会）
　◎果実酒特区の申請を検討しては

大田　裕之　議員（わかばクラブ）
　◎フルーツ王国のフルーツ（農林作物）　

　を守る対策が必要と考えるが、市の
　取り組み、今後の対策は

　○市道通行止め路線のデジタル化は

いっぱん質問いっぱん質問
　一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状
況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載していますが、QR コードから録画配信がご覧いただけます。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課まで
お問い合わせください。（TEL　0736-77-0860）

並松　八重　議員（公明党）
　◎自然災害の激甚化に対応した防災・
　　減災対策と被災者に寄り添った支援を

大谷　さつき　議員（公明党）
　◎モバイルクリニック事業の導入を

舩木　孝明　議員（わかばクラブ）
　◎国の孤独、孤立対策推進法を踏まえ本

　市の児童、大人の引きこもり対策と支 
　援は

門　眞一郎　議員（日本共産党）
　◎紀の川市歴史民俗資料館の充実を

石井　仁　議員（日本共産党）
　◎子育て支援施策の現状認識と今後の展

　開
　○2025年国勢調査で6万人人口の回復の

　ための工夫を
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Ｑ　
婚
活
支
援
の
予
算
計
上
を
令
和
５
年

度
か
ら
廃
止
し
た
理
由
は
。

Ａ　
カ
ッ
プ
ル
と
な
っ
た
２
人
が
結
婚
ま

で
至
っ
た
の
か
、
目
標
に
向
け
て
効
率

的
に
事
業
を
実
施
で
き
た
の
か
、
ま
た

今
後
の
方
針
や
方
向
性
を
検
討
す
る
際

の
指
標
が
、
参
加
者
の
数
で
し
か
な
い

た
め
、
事
業
評
価
が
十
分
に
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
、
廃
止
を
決
定
し
た
理
由

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

Ｑ　
本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
国
、
県

に
比
べ
て
低
い
要
因
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
ま
た
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

Ａ　
平
成
29
年
の
紀
の
川
市
の
合
計
特
殊

出
生
率
が
、
国
平
均
を
０
．26
、
和
歌
山

県
平
均
を
０
．35
下
回
っ
て
い
る
要
因

と
し
て
は
、
就
職
を
機
に
若
い
世
代
の

転
出
が
多
い
こ
と
や
晩
婚
化
・
未
婚
化

な
ど
に
よ
り
出
生
数
が
低
い
こ
と
が
要

因
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
対
策
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
２
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
４
つ
の
テ
ー
マ
で
重
点
的

に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
、

人
口
減
少
対
策
に
市
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
本
市
独
自
の
婚
活
支
援
と
し
て
農
家

の
後
継
者
に
お
嫁
さ
ん
、
お
婿
さ
ん
を

お
世
話
す
る
こ
と
は
。

Ａ　
「
結
婚
に
向
か
っ
て
も
ら
う
た
め
の

出
会
い
の
創
出
や
フ
ォ
ロ
ー
」
を
実
施

す
る
事
業
で
は
な
く
、「
結
婚
を
考
え
た

と
き
に
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
不
本
意

な
理
由
で
、
結
婚
を
躊
躇
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
な
支
援
」
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
本
丸
で
あ
る

結
婚
支
援
の
再
開
は

令
和
５
年
度
の
道
路
調
査
の

見
通
し
と
そ
の
対
応
は

Ｑ　
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
構
想
が
着
々

と
国
も
前
向
き
な
調
査
を
進
め
よ
う
と

考
え
て
く
れ
て
い
る
な
か
で
、22
市
町

の
期
成
同
盟
会
を
中
心
に
も
っ
と
活
発

な
動
き
を
す
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
。

Ａ　
昨
年
度
紀
の
川
市
単
独
に
て
和
歌
山

県
選
出
国
会
議
員
及
び
国
土
交
通
省
へ

２
回
の
陳
情
を
行
い
、ま
た
、期
成
同

盟
会
３
市
長
に
お
い
て
は
国
会
議
員
・

国
土
交
通
省
・
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
・
大
阪
府
に
対
し
て
陳
情
を
行

っ
た
。
ま
た
、加
盟
の
22
市
町
に
あ
る

商
工
会
議
所
・
商
工
会
を
賛
助
会
員
と

し
て
加
盟
し
て
い
た
だ
い
た
。本
年
度
、

加
盟
い
た
だ
い
た
商
工
会
議
所
・
商
工

会
と
と
も
に
、泉
佐
野
市
に
て
開
催
予

定
で
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
い
た
だ

き
官
民
一
体
と
な
り
、ま
ず
は
期
成
同

盟
会
の
22
市
町
の
地
域
よ
り
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
大
阪
府
側
期
成
同
盟
会
７
市
町
に
対

し
て
の
活
発
な
動
き
を
お
願
い
す
る
た

め
の
市
長
と
知
事
の
動
き
は
。

Ａ　
去
る
５
月
22
日
に
改
め
て
知
事
を
表

敬
訪
問
し
、現
在
の
「
重
要
物
流
道
路

の
候
補
路
線
」
か
ら
「
重
要
物
流
道
路

の
計
画
区
間
」に
指
定
し
て
も
ら
う
た

め
に
、和
歌
山
県
と
紀
の
川
市
が
一
緒

に
な
っ
て
国
に
働
き
か
け
る
取
り
組
み

を
、ま
た
大
阪
府
に
は
よ
り
強
固
な
協

力
体
制
を
築
い
て
も
ら
え
る
よ
う
議
論

を
交
わ
し
お
願
い
を
し
た
。知
事
は
、

特
に
大
阪
府
に
対
し
て
は
１
回
や
２
回

の
呼
び
か
け
で
は
な
く
、何
度
も
何
度

も
呼
び
か
け
を
強
め
て
い
く
と
の
強
い

言
葉
も
い
た
だ
い
た
。こ
の
構
想
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
大
阪
府
へ
の
働
き
か

け
が
非
常
に
大
事
だ
と
も
話
さ
れ
た
。

木村　芳友

川原　一泰京奈和関空連絡道路構想の実現へ
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中村　まき

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
実
現
に
向
け
て

果
実
酒
特
区
で
地
域
活
性
化
！

Ｑ　
６
月
議
会
で
「
紀
の
川
市
全
域
に
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
求
め
る
請

願
」
が
採
択
さ
れ
、
市
長
宛
て
の
署
名

も
提
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
請
願
を
ど
う
捉
え
る
の
か
。

Ａ　
議
会
で
採
択
後
、
請
願
を
受
理
し
、

多
く
の
署
名
も
受
理
し
て
お
り
、市
民

の
切
実
な
願
い
は
十
分
伝
わ
っ
て
い
る
。

Ｑ　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
、
他
市
町
の
導
入
経
緯
や
実
績

な
ど
の
情
報
収
集
や
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
広
域

導
入
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

Ｑ　
策
定
中
の
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ　
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
へ
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
記
載
・
位
置
づ
け
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

ま
た
計
画
へ
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
導
入
の
検
討
に
つ
い
て
引
き
続

き
協
議
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
協
議
会
の
承
認
を
得

Ｑ　
特
区
法
に
よ
る
「
酒
税
法
の
特
例
」

措
置
の
認
定
を
受
け
る
と
、小
規
模
な

事
業
者
で
も
酒
類
製
造
が
可
能
に
な
り
、

参
入
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。特
区
申
請
を
視
野
に
入

れ
、参
入
事
業
者
を
募
る
こ
と
を
検
討

し
て
は
。

Ａ　
特
区
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
は
、地

方
公
共
団
体
と
民
間
事
業
者
が
連
携
の

下
で
実
現
可
能
性
の
高
い
効
果
的
な
計

画
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　

　

認
定
の
基
準
と
し
て
は
、円
滑
か
つ

確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、特

区
計
画
の
認
定
を
先
行
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、ま
ず
は
制
度
の
紹
介
を
始
め
、

他
市
町
村
の
事
例
紹
介
を
行
い
、興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
。

Ｑ　
市
長
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
他
自
治

体
の
取
り
組
み
に
関
し
て
も
詳
し
い
と

思
う
が
、本
市
の
６
次
産
業
化
を
活
性

化
さ
せ
て
い
く
仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
、

特
区
の
認
定
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ　
成
功
し
て
い
る
先
進
地
で
は
特
区
の

て
い
る
。

Ｑ　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
現
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
市
民
の
切
実
な
願
い
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
市
内
交
通
事
業
者
と
と
も
に
協

議
・
検
討
を
深
め
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ　
実
現
に
向
け
た
協
議
の
場
に
、
公
募

に
よ
る
市
民
の
参
加
の
考
え
は
。

Ａ　
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
協
議
し

て
い
き
た
い
。

認
定
を
受
け
、農
作
物
の
高
付
加
価
値

化
に
伴
う
生
産
拡
大
、ま
た
新
規
就
農

者
の
増
加
と
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
創
出
が

で
き
地
域
活
性
化
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

ま
た
、特
区
の
な
か
で
お
酒
は
成
功

例
の
一
つ
と
言
え
る
こ
と
か
ら
事
業
を

始
め
や
す
い
環
境
が
整
え
ば
醸
造
に
挑

戦
し
た
い
人
が
増
え
、紀
の
川
市
の
新

た
な
特
産
品
に
な
り
、観
光
や
農
業
な

ど
裾
野
の
広
い
関
連
産
業
が
地
域
を
潤

す
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

　

実
現
可
能
性
の
高
い
特
区
の
認
定
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

上野　宗彦
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Ｑ　
本
市
の
特
産
品
で
あ
る
桃
の
季
節
が

終
わ
り
、
柿
や
キ
ウ
イ
の
時
期
を
迎
え

た
。
農
家
の
声
を
伺
い
、
今
回
の
質
問

を
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

桃
の
盗
難
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
特
産
品
で
あ
る
桃
の

未
来
が
危
な
く
な
っ
て
く
る
。
毎
年
楽

し
み
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
へ
の
返
礼
品
も
無
く
な
る
危

険
が
あ
る
。
フ
ル
ー
ツ
を
守
る
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、市
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
被
害
の
報
告
は
、
直
接
農
家
か
ら
の

連
絡
や
Ｊ
Ａ
紀
の
里
か
ら
は
な
い
。
農

作
物
被
害
な
ど
の
報
告
が
関
係
機
関
か

ら
情
報
を
得
た
場
合
は
、地
域
の
協
力
、

農
協
や
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
啓
発
活

動
な
ど
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
フ
ル
ー
ツ
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
む
な
か
、
全
体
的
に
農
業
経
営
体
数

及
び
栽
培
面
積
に
つ
い
て
年
々
減
少
し

て
い
る
状
況
。
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

や
農
業
経
営
の
持
続
化
と
安
定
化
を
は

か
る
た
め
設
備
整
備
や
機
械
導
入
に
要

す
る
経
費
に
対
し
て
の
支
援
を
行
い
、

フ
ル
ー
ツ
王
国
紀
の
川
市
と
し
て
農
業

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　
盗
難
被
害
に
つ
い
て
和
歌
山
県
と
の

連
携
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
被
害
情
報
を
関
係
機
関
か
ら
得
た
場

合
は
地
域
の
生
産
者
・
農
協
・
警
察
と

連
携
し
盗
難
防
止
対
策
を
行
い
、
他
県

の
対
策
を
参
考
に
し
、
効
果
的
な
対
策

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
県
に
も
働
き

か
け
を
行
い
、
連
携
し
て
対
策
に
努
め

た
い
と
考
え
る
。

フ
ル
ー
ツ
王
国
の
フ
ル
ー
ツ
を

守
る
対
策
は

大田　裕之盗難防止対策

「
犠
牲
者
ゼ
ロ
」・「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」

被
災
者
に
支
援
を

Ｑ　
本
市
に
お
い
て
、
６
月
２
日
に
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
を
発
令
す

る
な
か
、
高
齢
者
等
避
難
の
電
話
で
の

対
応
・
情
報
周
知
は
で
き
た
の
か
。

Ａ　
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
に
は
既
に
強

い
雨
が
降
っ
て
お
り
、
避
難
を
促
す
の

は
躊
躇
す
る
状
況
で
あ
り
、
呼
び
か
け

や
電
話
連
絡
は
し
て
い
な
い
が
、
台
風

７
号
の
接
近
時
に
は
個
別
避
難
計
画
作

成
者
す
べ
て
に
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

避
難
情
報
周
知
は
防
災
行
政
無
線
で
放

送
し
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
ラ
イ

ン
な
ど
で
発
信
し
て
い
る
が
、
よ
り
確

実
な
情
報
伝
達
に
努
め
る
。

Ｑ　
大
規
模
災
害
で
は
自
助
・
共
助
の
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
地
域
の
人
々
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
防
災
士
を
育
成
・
活
用
す
る
こ
と

で
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
様
々
な
場
で

防
災
力
を
高
め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
て

い
る
防
災
士
の
資
格
取
得
費
用
の
助
成

は
必
要
だ
と
考
え
る
。

Ａ　
防
災
士
は
防
災
・
減
災
に
関
す
る
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
活
動
の
中
核
と
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
資
格
取
得
に
助
成

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の
成
果
状
況
を

鑑
み
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
被
害

に
よ
り
、不
自
由
な
生
活
と
大
変
な
経

済
的
負
担
が
被
災
者
に
か
か
っ
て
い
る
。

災
害
救
助
法
の
適
用
が
さ
れ
な
い
被
災

者
に
対
し
、
一
部
費
用
負
担
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
被
災
者
の
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
、
国
、
県
へ
の
要
望
も
含

め
研
究
し
て
い
く
。

並松　八重真国川の被災状況
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自
宅
に
居
な
が
ら
診
察
で
き
る

移
動
診
察
車
の
導
入
を

国
の
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
を

踏
ま
え
本
市
の
引
き
こ
も
り
対
策
は

Ｑ　
深
刻
化
す
る
医
師
不
足
や
高
齢
化
の

波
は
本
市
で
も
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

核
家
族
化
が
進
み
、病
院
へ
の
通
院
が

困
難
な
方
や
介
護
が
必
要
な
方
の
通
院

支
援
制
度
は
。

Ａ　
妊
婦
通
院
支
援
制
度
は
、
市
内
に
産

科
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
間
１
回
３
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

介
護
が
必
要
な
方
で
、
要
介
護
１
以

上
の
方
は
、
介
護
保
険
制
度
の
な
か
で

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
通
院
等
乗
降
介

助
、
い
わ
ゆ
る
介
護
タ
ク
シ
ー
を
車
椅

子
に
乗
車
し
た
ま
ま
通
院
が
で
き
る
。

　

障
害
の
あ
る
方
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
な
か
に
通
院
等
介
助
が
あ
る
。

Ｑ　
介
護
タ
ク
シ
ー
の
利
用
時
に
家
族
の

同
乗
は
。

Ａ　
要
介
護
者
の
乗
降
介
助
の
み
適
用
さ

れ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
家

族
の
同
乗
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

Ｑ　
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
医
療
機

器
を
搭
載
し
た
車
に
看
護
師
が
乗
っ
て

患
者
の
家
ま
で
出
向
き
、
病
院
に
い
る

Ｑ　
本
市
の
児
童
の
発
達
障
害
で
の
引
き

こ
も
り
支
援
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
児
童
の
発
達
障
害
は
早
期
発
見
、
早

期
療
育
が
重
要
で
、
１
歳
８
ヶ
月
児
の

健
診
後
、
２
歳
で
の
発
達
相
談
、
２
歳

６
ヶ
月
児
健
康
相
談
、
３
歳
８
ヶ
月
児

健
診
と
、
そ
の
後
の
発
達
相
談
な
ど
成

長
段
階
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
に
努
め

て
い
る
。

Ｑ　
本
市
に
お
け
る
、
悩
み
や
精
神
の
危

機
で
の
自
殺
予
防
対
策
は
。

Ａ　
本
市
の
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
し
、

各
課
に
自
殺
対
策
担
当
委
員
を
設
け
、

自
殺
予
防
対
策
に
繋
が
る
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。
次
期

計
画
で
は
10
万
人
当
た
り
自
殺
死
亡
率

を
13
．４
以
下
に
抑
え
、自
殺
に
追
い

込
ま
れ
な
い
社
会
の
実
現
に
さ
ら
な
る

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ　
市
職
員
の
障
害
者
雇
用
率
は
。

Ａ　
障
害
者
雇
用
の
法
定
雇
用
率
は
2.6
％

で
、市
長
部
局
２
．41
％
教
育
部
局
１
．

98
％
と
な
っ
て
い
る
が
、雇
用
す
べ
き

人
数
は
１
人
未
満
で
あ
り
、不
足
は
な

医
師
と
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
通
院
が

困
難
な
方
の
負
担
を
減
ら
し
た
り
、
医

師
の
往
診
時
間
の
削
減
や
診
察
の
効
率

化
に
つ
な
が
る
。
幅
広
い
患
者
に
対
応

で
き
る
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
を

導
入
し
て
は
。

Ａ　
事
業
の
有
効
性
、
必
要
性
な
ど
医
師

会
の
先
生
方
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要

と
な
り
、今
後
、研
究
検
討
し
て
い
く
。

い
。今
後
も
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
努

め
る
。

Ｑ　
農
業
福
祉
連
携
が
各
地
域
で
も
引
き

こ
も
り
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、本
市
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
直
接
は
農
福
連
携
に
取
り
組
ん
で
い

な
い
が
、農
業
関
係
の
仕
事
を
希
望
す

る
人
に
は
、市
が
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、農
業
関
連

の
事
業
所
を
紹
介
し
て
い
る
。就
労
は

経
済
的
自
立
だ
け
で
な
く
、就
労
を
通

じ
て
将
来
に
向
け
生
き
が
い
を
達
成
す

る
面
か
ら
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

大谷　さつき

舩木　孝明

オンライン往診
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紀
の
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の

充
実
と
活
用
の
た
め
に

「
人
口
増
加
策
」
か
ら

本
当
の
子
育
て
支
援
策
へ

Ｑ　
国
分
寺
公
園
の
一
角
に
あ
る
資
料
館

は
、市
民
が
歴
史
を
学
ぶ
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
る
。

　

来
館
者
の
把
握
を
記
帳
に
よ
り
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
個
人
情
報
の

保
護
の
観
点
で
問
題
は
な
い
の
か
。

Ａ　
今
後
、
個
別
の
カ
ー
ド
に
記
入
し
て

も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
考
え
た
い
。

Ｑ　
資
料
館
へ
の
案
内
標
識
が
見
づ
ら
い

が
、
改
善
は
。

Ａ　
南
入
り
口
付
近
の
案
内
標
識
に
つ
い

て
は
、
道
路
管
理
者
と
協
議
の
上
、
改

善
を
は
か
り
た
い
。

Ｑ　
資
料
館
の
維
持
・
運
営
に
は
学
芸
員

な
ど
ス
タ
ッ
フ
が
欠
か
せ
な
い
が
、
ど

の
よ
う
な
体
制
か
。

Ａ　
生
涯
学
習
課
文
化
財
班
に
は
正
職
員

３
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
１
名
が
お

り
、
全
員
が
学
芸
員
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
。
資
料
館
に
は
専
門
の
学
芸
員
は

常
駐
し
て
い
な
い
が
、
長
年
、
埋
蔵
文

化
財
の
仕
事
を
し
て
き
た
有
識
者
に
、

文
化
財
活
用
支
援
と
し
て
き
て
も
ら
っ

て
い
る
。
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
多
く

Ｑ　
５
町
合
併
後
、
本
市
の
子
育
て
支

援
策
は
拡
充
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

平
成
17
年
と
令
和
４
年
の
税
と
社
会
保

険
料
の
負
担
額
を
比
較
す
る
と
、
年
収

７
１
０
万
円
の
４
人
家
族
で
は
、
平
成

17
年
が
１
３
９
万
９
２
２
５
円
の
負
担

で
、
令
和
４
年
で
は
１
９
６
万
２
７
５

８
円
の
負
担
と
な
り
、
可
処
分
所
得
は

56
万
３
５
３
３
円
も
下
が
っ
て
い
る
。

　

市
の
施
策
に
よ
り
下
支
え
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
反
面
、
税
と
社
会
保
障
の

負
担
が
増
え
、
さ
ら
に
物
価
が
上
が
っ

て
い
る
な
か
で
、
市
の
施
策
が
帳
消
し

に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。

Ａ　
一
般
家
庭
も
子
育
て
世
帯
も
、
社
会

保
障
の
負
担
、
物
価
高
騰
に
よ
り
家
計

の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
市

や
国
県
の
施
策
で
負
担
は
軽
減
さ
れ
て

お
り
、
判
断
は
難
し
い
。　
　
　
　
　

　

今
ま
で
、
様
々
な
子
育
て
支
援
策
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
の
子
育
て
施
策
が

十
分
だ
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

 

Ｑ　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
子
育
て
支
援

策
を
「
人
口
増
加
策
」
に
す
り
替
え
る

傾
向
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
分
野
に
分
か
れ
る
た
め
、
学
芸
員
や

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
充
分
と
は
言
え

な
い
。

Ｑ　
資
料
館
の
位
置
づ
け
と
、
活
用
方
法

は
。

Ａ　
施
設
整
備
の
充
実
を
は
か
り
、
企
画

展
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、
市
民
が
文

化
財
施
設
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
市
民
の

文
化
財
に
対
す
る
興
味
や
理
解
・
郷
土

愛
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
、
子
育
て
支
援
施
策
は
、
大

人
の
都
合
や
自
治
体
財
政
の
事
情
か
ら

で
は
な
く
、
本
来
、
今
、
育
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
に
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え
る
が
。

Ａ　
長
期
総
合
計
画
で
、
子
育
て
支
援
を

政
策
目
標
に
し
て
い
る
。
子
育
て
世
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
必
要
と

し
て
い
る
方
に
必
要
な
施
策
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

門　眞一郎

石井　仁

紀の川市歴史民俗資料館
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産業建設常任委員会
● ８月２日

・農業用施設災害復旧事業補助金について
６月２日の豪雨による被害が大きかったため、内閣府より令和５年６月末に
激甚災害指定見込みとなる旨の発表がありました。
市としては２次災害を防ぐことや、耕作放棄地の増加を防ぐことを目的に、
国の事業の対象にならない農業施設復旧の補助率のかさ上げや、個人農地の
復旧についても適用範囲の拡充をはかっていく旨の説明を受けました。

総務文教常任委員会
●9月15 日

・ 施設使用料の運用（減免）の見直しの方針について
　　現在の施設使用料減免の基準や、施設使用料と減免額との比較について
　　説明を受け、次のような質問が出ました。（一部掲載）

委員会活動報告委員会活動報告
　各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く
関わることについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
　最近の活動状況についてお知らせします。

財政状況上、見直しを検討しなければいけないのか。
財政状況が理由ではなく、免除の方と負担の方との公平性の確保が目的である。

多く使われている方が不公平を抱くことになるのでは。
多く使われているほとんどが補助団体の方である。
1/2 援助を行うことで理解いただけるよう説明していきたい。

こころとからだの健康をつくっていくことに繋がらないのではないか。
アンケート結果で７割以上が一定の使用料を負担することに理解をしている。
生涯学習の計画、スポーツの計画を作る際も各関係団体の委員と一緒に作ってき
た経緯がある。市が一方的に言っているものではない。

利用促進につながる見直しにならないのでは。
この見直しで利用者が激減してしまうと本末転倒。ただ、旧町時代から
見直されていないものも多くある。今回見直しをはかりたい。

議会を通ってから市民にお知らせするべきでは。
今回の見直しについての条例を作ることは想定しておらず、
今の条例の規定のなかで行っていく。
ただ、市として重要な取り組みと考え、適宜機会を捉えて説明をさせていただく。

※議会として今後も継続して調査をしていく予定です。
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産業建設常任委員会　７月１８日～２０日
●青森県十和田市「とわだ産品推進戦略事業について」

　十和田市は、生産される農産物などのなかで、生産量日本一のにんにくや、全国有数の生産量を誇
る長いも・ごぼうなどがあります。生産から加工、販売、流通までを結びつけ、高付加価値化に努め
ながら、農業所得の向上を目指す取り組みについて研修してきました。

●青森県黒石市「東北自動車道黒石インターチェンジを活用したロジスティクス戦略
　について」
　黒石市は、青森県の中央部に位置し、東北自動車道と国道が交わる黒石インターチェンジ周辺の広大
な土地に、物流の最適化をはかるための「東北自動車道黒石インターチェンジを活用したロジスティク
ス戦略」を推し進めているところです。紀の川市とは違った物流・商流のかなめ的な団地を推進しており、
当市の紀の川インターチェンジ周辺の参考になればと研修してきました。

●青森県弘前市「りんご産業イノベーション戦略について」
　弘前市は、誰もが知るりんごの生産量が日本一の市であり、２０年後の将来を見据え、「りんご産業イ
ノベーション戦略」を策定し、生産・加工・流通の分野において技術革新をはじめとする新たな取り組み
を推進し、日本一のりんご産地を維持しながら高品質かつ安定的な「りんごづくり」を守るための対策と、
142 億円にものぼる海外販売についての取り組みについて研修してきました。

厚生常任委員会　７月１２日～１４日
●滋賀県東近江市「菜の花エコプロジェクト推進事業について」

　あいとうエコプラザ菜の花館は、地域資源循環システムを発信する菜の花エコプロジェクトの活動
拠点施設で、廃食油を粉せっけんなどに再生し、市内での利用を進めるほか、転作地を利用し栽培し
た菜の花の種から「なたね油」を生産し販売しています。また、農業体験や JA などと連携した移住・
就農支援などの地域活性化にも取り組んでおられました。

●長野県伊那市「切れ目のない子育てサポートについて」
　伊那市は、現市長からの提案で「長野県一子育てをしやすいまち」として大胆に PR し、市外から特
に若い夫婦の転入が増加傾向にあるとのことでした。また、専用車両を用いて患者の自宅を訪れ、ビデ
オ通話でオンライン診察を行うモバイルクリニック事業は国の補助金を活用し実施しており、令和 4 年
7 月からはそれらを利用した妊婦検診も実施しているとのことです。

●愛知県津島市「津島おでかけタクシーについて」
　　　　　　　 「市役所で授産製品を販売していますについて」
　津島おでかけタクシー事業は、利用登録書を提示すればタクシーを半額で利用できる事業で、移動弱
者といわれる方の日常的な外出の支援や、高齢者と社会との関わりを増やしてフレイル予防の目的で、
福祉施策として実施しています。授産製品の販売については、市役所で市内の障がい福祉事業所の授産
製品などを販売していました。

視察レポート
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答　

弁

そ
の
後

追 

跡
移
住
・
定
住
に
注
力
を

転
入
超
過
に
！

　

市
の
人
口
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
他
地
域

の
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
、
本
市
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
考
え
や
対
策
は
。

　

企
画
部
内
に
地
域
創
生
課
を
設
置
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
空
き
家
バ
ン
ク
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
交
通
施
策
な

ど
を
集
約
し
推
進
し
て
い
く
。
少
子
化
対
策
や
雇
用
対
策
に

も
力
を
入
れ
、
若
い
世
代
が
希
望
を
も
っ
て
子
育
て
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
移
住
先
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

例
年
の
転
出
超
過
か
ら
、
令
和
４
年
度
は
転
入
超
過
に

な
り
ま
し
た
。
転
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
回
答
が
あ
り
、
若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
制

度
や
子
ど
も
医
療
の
助
成
、
給
食
無
償
化
、
農
業
関
係
の

施
策
な
ど
、
庁
内
全
体
の
制
度
が
功
を
奏
し
て
転
入
が
増

え
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

あの質問、どうなったの？
ちょっとおしえて！

議会を傍聴してみませんか

議会のインターネット配信

　市議会の定例会は、３・６・９・12 月の年４
回開催され、傍聴することができます。
　市議会では、市民のみなさんの生活に直結し
た重要な問題が審議されていますので、私たち
議員の活動状況や市政の内容を知るためにも、
ぜひ傍聴にきてください！

　本会議の録画映像をイン
ターネットで配信していま
す。議会ホームページや、
右の QR コードからぜひご
覧ください。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

次回12 月定例会

本会議の録画映像はこちらから
※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

日 月 火 水 木 金 土

11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

予算決算
（総務文教

分科会）
・総務文教
常任委員会

予算決算
（厚生分科会）

・厚生
常任委員会

予算決算
（産業建設

分科会）
・産業建設
常任委員会

17 18 19 20 21 22 23

予算決算
常任委員会

本会議
( 閉会）
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酷
暑
で
あ
っ
た
夏
も
終
わ
り
秋

風
が
吹
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
は
令
和
４
年
度
の
決

算
審
査
を
行
う
大
切
な
議
会
で
す
。

　

我
々
議
会
に
は
、
皆
様
方
の
大

切
な
税
金
の
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
そ
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

先
日
素
晴
ら
し
い
言
葉
に
出
会

い
ま
し
た
。
夏
の
高
校
野
球
の
決

勝
戦
で
敗
れ
た
仙
台
育
英
高
校
の

監
督
が
言
わ
れ
た
「
人
生
は
敗
者

復
活
戦
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
勝
っ
て
喜
び
負
け
れ
ば
明
日

の
勝
利
に
向
け
努
力
す
る
と
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
広
報
委
員
会
も
、
改
選

後
２
年
が
経
過
し
最
後
の
編
集
と

な
り
ま
し
た
。
読
み
や
す
い
広
報

紙
作
り
に
日
々
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
至
ら
ぬ
点
も
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
よ
り
委
員
会
が
再
編

成
さ
れ
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り

ま
す
。
よ
り
一
層
皆
様
方
に
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
作
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

竹
村　

広
明
）
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